
朝あ
さ

日ひ
の

宮み
や

は
白は
く

山さ
ん

通
〔
今
の
麩ふ

屋
町
な
り
〕
五
条
の
北
に
あ
り
。
祭
所
天て
ん

照せ
う

太
神
な
り
。
清せ
い

和わ

天
皇
の
御
宇
貞
観
年
中
、
倭や
ま
と

姫ひ
め

の
御
告
に

よ
り
丹
波
国
桑く
は

田だ

郡
穴あ
な

生ふ

村
に
造
営
し
給
ふ
、
其
後
正あ
ふ

親ぎ

町ま
ち

院
御
宇
元
亀
三
年
に
今
の
地
に
遷
座
す
。〔
祭
は
九
月
十
六
日
〕
猿
田
彦
神
石

〔
社
内
に
あ
り
、
霊
験
多
し
〕
飛ひ

梅ば
い

天て
ん

満ま
ん

宮ぐ
う

〔
末
社
六
ケ
所
の
内
に
あ
り
、
太だ

宰ざ
い

府ふ

飛
梅
の
古
木
を
蔵
む
、
則
菅
家
の
額
あ
り
〕


